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Anorexia　nervosaの一症例を通してみた絵画表現
Pictorial　Expression　Studied　by　a　Case　of　Anorexia　Nervosa
東京医科大学霞ケ浦病院神経科
河北英詮 内田 訓 池内憲夫 森里 弥
はじめに
　Anorexia　nervosa（A．　N）は社会文化的影響を
背景に，患者のパーソナリティ，父性，母性など家
族病理が大きくその病態に関与している．今回私達
は15歳の女子の典型的なA．N．の症例の描画にお
いて，身体イメージの障害，退行，肥満恐怖，父性
と母性，家族妄動などについて極めて示唆に豊んだ
絵画を描いた症例について若干の考察を加えて報告
する．
症 例
〈症例〉■15歳女子中学生左利き．
　家族歴と家族関係：父親は42歳，自衛官，身長
159cm，86　kgの肥満型，活発，陽気で社交的であ
る．しかしA子（患者）によると「判らず屋の寸寸
持ち，自己主張の強い，自信過剰，デブでよく食べ，
母親をいじめる」と言う．母親は41歳，患者による
と，母親は「心配性，可愛そうだが父よりはましな
人，つき合いの悪い人」としている．A子が4歳の
頃より，断続的であったがパートタイムとして働い
ていた．この間父方祖母がA子の養育に参加する
こととなった．この祖母は71歳であるが，ヘルメッ
トをかぶり，バイクで通院している．現代的なセン
スを持ち，優しい面もあるが気の強い面もあり，父
親とはお互いに気が強く相入れない関係にある．A
子の姉は19歳，専門学校に通学，今年3月よりアパ
ート暮らし．患者によると，姉は子供の頃より父親
にはひどい仕打ちを受けいるので，私の気持ちが良
くわかり，考え方も似ており喧嘩もしたが仲は良か
ったという．以上の5人家族である．
　既往歴：正常分娩，出生時体重2．8コ口，周産期に
流産を予防する方策として，10カ月間ホルモン剤の
服薬を続けた．混合栄養，発育は順調，処女歩行1年．
夜尿，熱性けいれんなどはない．初潮は11歳6カ月．
　病前性格：5～6歳頃着衣など汚れると1日何回
も取り変えたりする神経質な面があった．学校の宿
題など忘れたことはなく，真面目すぎて，融通がき
かないが，良い子になっていたと母親は述べている．
つまり，A子の性格は真面目，神経質，頑固，完全
癖，強迫傾向と言える．
　現病歴：昭和62年9月（中学2年生）スイミング
クラブを止めて間もなく，周りの人に「Aちゃんは
水泳を止めてから肥ったわね」と言われるようにな
った．肥るのが嫌で，極端なダイエットを始めた．父
親の注意を受けることとなり，1人で隠れるように
して食べた．当初はガリ勉が始まり，活動的で学校
の成績も一時上がった．やがて抑うつ状態，対人関
係も不良となった．翌昭和63年1月手首切傷，2月
には風邪で休みがちとなり，3月■には体育の時
間に倒れ，ついに不登校の状態となった．ほとんど
食べず，涙を流して，自宅に閉じ籠りきりであった
（1990年5月26日受付，1990年6月2日受理）
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が，3月再び手首切傷を行った．
　昭和63年3月［］，母親に伴われて当神経科を
受診した．うつむき姿勢，小声で頷く程度で，とき
に涙を流す．頭痛，動悸，食欲不振，疲労感，涙も
ろさ，焦燥感，厭世，自責感および日内変動なども
認めた．ハミルトン評値尺度（HRS）によると42点
であった．身長156．5cm，体重42　kg．スルピリド
およびエチゾラムの投与により，やや軽快に向かっ
たが，同年4月【■を最後に来院しなくなった．9
月には痩せるために，下剤を週2～3回，1カ月間使
用した．他方何をやっても面白くなく，一人ぼっち
で，全部が嫌になり，何処でもよいから逃げたい，自
分の存在を消したかったと述べている．同年10月
■【転倒，顔面打撲，急患として来院．頚部皮下気
腫と診断，翌日，つまり昭和63年10月■【】，当神
経科を車椅子にて再診した，当時衰弱著明，歩行も
おぼつかない程であった．A子は入院を拒否した
が，強く説得して入院にこぎつけた．
　昭和63年10月【－入院，細面，やせぎすの痩身，
体重29kg，身長156．5cm，標準体重の約45％の
体重減少があった．体温34．5℃，四肢冷寒著明，脈
拍数65／分，血圧90／50mmHg．皮膚は乾燥し，四肢
背面部にうぶ毛が密生，無月経，両下肢に浮腫を認
めた．神経学的には腱反射等に特に異常はなかった．
初診時と同様，不安，抑うつ状態であった．これ以
上肥りたくないとの理由で点滴施行は拒否されたが
スルピリドなどの服薬には応じた．母親持参の副食
を少量ずつ食べた．少量ずつであるが食欲はあり，と
きに笑顔を見せ，折り紙，絵描きなどしていた．こ
こで治療の一環として絵画療法を導入した．これに
ついては判読と考察を後述する．11月■点滴の必
要を説明したが，うつむき，不機嫌になる．しかし
午後からは病棟内を活発に歩行，間食なども認めら
れ，口淋しいとガムをかんでいた．体重33kgに増
加．翌日は自主的に描いた絵画および「神経科の先
生へ」とする意見を提出した．これを要約すると，「点
滴は肥る」と強調，「今の体型，体重が理想的」だと
し，「これ以上医学の力で肥りたくない」と強い肥満
恐怖に満ちたもので，その絵画もベットに抑制され，
無理に点滴を受けている自分の姿であった．その後
は皮下気腫，活発な院内歩行も減少，入院1カ月半
頃は下肢浮腫もとれ体重も36．5kgとなった．　A子
も理想の体重が42kg位と言い，体重増加への抵抗
も弱まった．12月［■，性急に「学校に行きたい，今
日でも退院したい」と言い，この頃より性急な外出
外泊が始まる．12月回には外泊して登校，2時間
授業を受けたが，疲労困慰，下痢をおこした．12月
■には外泊して，父親の提案で日光に日帰り旅行
をした．この頃体重も40kgとなり，食欲もほぼ正
常となった．12月末より正月外泊，外泊中は不眠が
ちで「将来のこと，学校のことを考えると不安で，落
着きがなかった」という．翌1月■夜手首自傷，「生
きて行く自信が無くなった」と混乱，抑うつ的言動
があった．1月【］■再び外泊中自室にて手首自傷，
すぐ帰院した．この頃は過食「食べても満腹感と満
足感がない．嘔気はないが苦しくなった．喉まで物
が来ている感じがした」という．その後過食，不安，
抑うつも急速に改善され1月■入院より10！日
目に退院，外来通院となったが，この間にも描画を
つづけ，3月中旬には正常に回復した．
考 察
　本症の病状の経過順に図1から図5へと，主とし
てMachover1），日比2），高橋3｝，浅利4）などの文
献に従って描画の解釈と考察を行ってみた．
　図1，入院当初の体重29kg時の自画像である．
図4の自画像と比較しても，同一人物の描いたもの
とは一見思えない．幼稚，アンバランスである．や
せぎすの痩身でありながら腹部は大きく出張ってお
り，左下肢も肥大しており，肥満体としてイメージ
されている．A．　N．の診断基準についてDMS－III一
図1　自画像，入院時，29kg
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図2　家族画，入院腎
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図3　家族画，入院後期
　　左より父，A子，母，姉，祖母
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図4　自画像，退院後，47kg
R5）では，自分のからだの重さ，寸法，形を感じる感
じかたの障害，例えば，やせているのに患者は“肥
っていると思う”と主張したり，明らかに体重が不
足しているのに，体の一部が“肥りすぎている”と
　　　　図5　家族画，退院後
　　　　　　左より父，母，A子，姉，祖母
信じているとする身体イメージの歪みとされている
が，本描画は見事に身体イメージの障害を表現して
いる．これはまた次に述べる身体各部の描画表現を
併せ考えるとKalliopuska6）の人物描画法による身
体像障害の指標を充分満すものである．頭髪の上部
はその一部が逆さに立ち，男の幼児型であり，美の
表現である眉は省略．目は丸く，猫の目に似ており，
二つの黒目がやや中央に寄っており，思考の混乱を
現わしている．口は真赤で歪んでおり，恰も摂食へ
の葛藤を象徴しているかのようである．また頬部の
斜線による陰影は不安と抑うつの表示とみられる．
長い首は心因性の消化不良や食物をのみこむのに困
難を感じる3）とされているが，さらに細い首は喉を
通らないA．N．の拒食を見事に暗示している．両足
の省略は足場の不安定による自立の葛藤を示唆して
いる．上着は地味で，ヒモのついた子供用のセータ
ー，下着もズボンとなっており，女の子らしい愛嬌，
おしゃれなど関心なく，中性，幼年志向，依存，退
行の表現である．子どものままでいたい願望を抱き，
成熟した女性らしさの拒否であり，女性としての自
己の確立をめぐる葛藤の存在を反映している．
　図2の家族画は直載的に家族病理を表現してい
る．強調された肥満体の鬼になっている父親と涙を
流している母親，これをA子と姉が自室から旧い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツノている．父親嫌悪の描画表現は強烈である．角，側
額部の十字にも見える怒張血管，真一文字の口と歯，
そして眉，頭髪は藪型であり，野蛮，粗暴を現わす．
耳の省略は言うことを聞かない頑固な父親を示す．
入院前A子は父親に似た肥った人形を作り，引き
裂いたり，父親を描いた本を包丁で切り刻んでいる．
父親に対する烈しい攻撃と嫌悪がある．SCTのなか
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でも「お父さんのように肥った人は嫌だ，・あんなに
はなりたくない」という．父親が男性モデルとして
充分に機能してない．娘は女性としての自我同一性
の確立を困難にしている．父親嫌悪一肥満体の父一
性同一性の困難一退行一拒食と言った図式をみるこ
とが出来る．
　図3は入院後期の家族画である．A子が記念写真
として，自らサブタイトルをつけた鉛筆画である．左
側より父，A子，母，姉，祖母の順に並んでいる．　A
子は左利きであるが，描画順は姉，母，A子，祖母，
最後が父そして犬の順である．母親が中心に位置し，
A子の左手で母親の右腕をしっかりと掴んでいる．
そして母親の左手は「私の気持ちがよくわかる」姉
の肩にも差し延べられ，母姉A子の3人で同盟軍
を形成．父親と祖母は両端に配置されている．今一
つ注目したいのはA子の視線である．他の全員前
向きで正視しているのに，A子だけが視線をそらし
て，不和な両親の間に入り，父親にやや背を向け否
定感情を示している．この頃のA子の手記に出て
くる「私は00家の厄介者…」であることを象徴し
ている．またMasterson7）の言うく見捨てられ抑
うつ〉を示唆している．姉と祖母は両手を後に廻し
ているが，私達はく手出しはしない〉とも読みと
れる．描画に出てくる小動物はときに本人と同一視
されるが，この犬は父親に縄で縛られて身動きのと
れない自分を表現しているようでもある．しかし一
方では，不和な両親の間に本人が割り込み，その仲
の修復に努めねばならないジレンマにある．たしか
に不安と混乱のためこの描画の1週間前にリストカ
ットを行っている．
　図4は退院後の自我像で47kg。知的，清楚でり
っぱに成長した女性像がイメージされている．そう
あって欲しいとの願望でもあろうか．描画は画紙中
央より右側上方に配置されている．この空間図式8）
は能動性の領域で努力，願望，未来性などを示す．ま
た本自画像では上着に4箇のボタンと，その内側に
掛けヒモ用の2箇のボタンが描かれている．ボタン
の強調は依存性と愛情欲求の表示であり，また銀行
の給仕や士官候補生，ホテルのドアボーイはボタン
の多い制服を着ているが，これは権威一従属型の役
割を取っている1）とされている．このことと併せ判
読すると興味深い．たしかに此の頃のSCTでは私
が忘れられないのは「入院時，お父さんが，今迄に
ない態度をとったことだ」，私の父は「立派だ」と従
属の念をいだき，将来は看護婦になりたいとの希望
をも述べていた．
　図5は回復時，図4の1週聞後の家族画である．A
子は中央部に位置づけられている．中央部の自己像
は自己中心性や未成熟な人柄を意味する2）．父親は
左端に配置されて，母親と肩を接するように仲良く
隣り合っている．また父親は一段と下がったソファ
ーに座って，母親より低い位置にある．その両手指
はソファーに突立つようにして，その座位を向上す
る努力，つまり父性の確立が求められている．頭部
はやや内側に傾き，視線を落としている．＜まいった
な〉と言っている様でもある．それ見た事かとA
子は忠誠心を現わす小犬を父親より取り返し，上の
ほうにあがったまゆ毛3）ないしは目つきをして，批
判的態度で，中央に主役としておさまっている．家
族成員5人がソファーに並んでいるが，この長いソ
ファーが全員を包囲2）した形になっている．この包
囲は家族の一体感，つまり家族ホメオスターシスの
修復と取りあえず理解したい．一貫して母親の頭髪
は褐色に，上着は黄色で描かれているが，この色彩
標識4）は食欲・物的欲求のみならず精神的欲求そし
て求愛・依存・甘えなどの象徴とされている．また
母親の目，まつ毛はとくに強調され若々しく描かれ
ていて，女らしさの示唆，注目を得ようとしたり，は
なやかさの希求3）とされているが，ここでも母性の
優位が強調されている．背景にある額縁におさまっ
た絵画の双子山4）もまた母親のシンボルである．本
患者は絵画が得意で快くこれに応じた事もあるが，
描画を通して，より多くの情報が得られ，治療関係
をより良好にした．絵画療法の一翼を担った症例と
いえる．
　たかが描画，されど描画，である．
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